予算要求資料
平成３１年度当初予算　　　支出科目　款：労働費　項：職業訓練費　目：職業訓練校費
	事業名 新職業能力開発施設運営改革事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　商工労働部　労働雇用課　人材育成係　電話番号：058-272-1111（内3134）
　　　　　　　E-mail： c11367@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　      14,315千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	14,315
	6,892
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,423

	決定額
	12,657
	6,080
	0
	0
	0
	0
	0
	2,300
	4,277


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
県内企業における人手不足、とりわけ若年者の担い手確保が大きな課題となる中、人材を育成・輩出する県立職業能力開発校の国際たくみアカデミー及び木工芸術スクールでは、入校生確保や在職者訓練の受講率の伸び悩みが課題となっている。
平成30年度は、それらの課題に対応するため、学識経験者、関連業界の関係者等から成る職業能力開発施設運営改革検討会を設置し、各校のあり方について具体的な検討を行った。
平成31年度は検討会での審議に基づき、定員充足率の維持・向上、在職者訓練の受講率向上に向けた事業を実施する。
（２）事業内容

　　　職業能力開発施設運営改革検討会での審議に基づき以下の事業を実施する。
【広報活動の充実】　　　　　　　　　４，５０８千円　

○学校ＰＲ映像の製作　　　　　　　　　　　　　　　　2,061千円
国際たくみアカデミーで、取得できる資格や就職先などを盛り込んだ学校ＰＲ映像を製作し、オープンキャンパス、学校訪問、各種説明会等でＰＲを行う。

○バスステッカー広告の掲載　　　　　　　　　　　　　　443千円
　　　　　学生のみならず、保護者や女性を含む多くの人が目にする機会の多いバスの側面に国際たくみアカデミーの学校案内広告を設置しＰＲを行う。

○駅構内への広告設置　　　　　　　　　　　　  　　　　708千円
　　　　　学生のみならず、保護者や女性を含む多くの人が行きかう駅のホーム等に国際たくみアカデミーの学校案内広告を設置しＰＲを行う。

○タウン誌への学校案内掲載　　　　　　　　　　　　　　368千円
　国際たくみアカデミー及び木工芸術スクールで、オープンキャンパスの時期に合わせ県内全域に配付されるタウン誌に学校案内を掲載する。

○県立高校と連携し高校生を対象としたの授業を実施　　　866千円
    　　　県立高校の授業として、基本的な知識の習得にかかる座学や実習等を、国際たくみアカデミーで行い、生徒・教諭にＰＲする。

○親子木工教室の開催　　　　　　　　　　　　　　　 　　62千円
  　　　　木工芸術スクールで親子木工教室を２回開催し、保護者も含めたＰＲを行う。

【寄宿舎の整備】　　　　　　　　　　　５，５２２千円

○寄宿舎浴室等増設工事　　　　　　　　　　　　　　　5,522千円
　　　　　木工芸術スクール寄宿舎に、女性用浴室等を新設するとともに、男女の寮室を分離するパーテーションを通路に設置する。

【訓練環境の整備】　　　　　　　　 　 ３，１４３千円

○訓練用機械の更新・修繕及び実習用教材等の購入　　  3,143千円
　　　　　ＣＡＤＣＡＭシステムを用いた実習に必要なパソコンのOS更新、近年、導入する企業等が増え木工技術の基本となったルーターマシンの修繕を行うとともに、地元の特色である「飛騨の家具」を効率的に学ぶための実習用教材等を購入する。
【在職者訓練の充実】　　　　　　　　　１，１４２千円

○ニーズの高い訓練内容の追加及び訓練を行う指導員の育成　

1,142千円
　　      企業ニーズの高い内容及び資格試験対策になる内容７件の追加及びそれらの訓練に必要な技能を備えるための指導員研修を受講する。
（３）県負担・補助率の考え方

　　　職業能力開発設備整備費等補助金充当（厚生労働省）
　　　事業費の１／２充当予定（指導員研修は３／４充当予定）
職業転換訓練費交付金及び離職者等職業訓練費交付金充当（厚生労働省）
　　　事業費の１／２充当予定
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	282
	在職者訓練講師謝金

	旅費
	141
	講師等費用弁償、指導員研修旅費

	需用費
	2,037
	材料費、機器修繕料


	役務費
	820
	学校案内広告料、通信運搬費、保険料

	委託料
	2,769
	学校ＰＲ映像製作、駅構内広告設置

	使用料・賃借料
	766
	バス借り上げ料

	工事請負費
	5,394
	寄宿舎浴室等増設工事

	備品購入費
	2,039
	寄宿舎備品整備、実習用備品

	負担金
	67
	指導員研修出席者負担金

	合計
	14,315
	


	　決定額の考え方　

　過去の実績から広報の手法等を精査し、所要額を計上します。



事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
定員充足率を維持・向上させ、平成32年度時点で全科で充足率100%を達成する。
  在職者訓練の受講率を、平成32年時点で100%を達成する。



（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名：定員充足率
	事業開
始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	生産技術科
	75％
（H30）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	100%

（H32）
	－

	建築科
	110％
（H30）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	100%

（H32）
	－

	自動車エンジニア科
	95％
（H30）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	100%

（H32）
	

	住宅建築科
	80％
（H30）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	100%

（H32）
	－

	設備システム科
	120％
（H30）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	100%

（H32）
	－

	木工科
	100％
（H30）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	100%

（H32）
	


	指標名：

在職者訓練受講率
	事業開
始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	国際たくみアカデミー
	70.9％
（H29）
	  80%
（H30）
	  90%
（H31）
	（H　）
	100%

（H32）
	－

	木工芸術スクール
	90％
（H29）
	  95%
（H30）
	 100%
（H31）
	（H　）
	100%

（H32）
	－


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
　


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　

	

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	県内企業における人手不足、とりわけ若年者の担い手確保が大きな課題となる中、人材を輩出する国際たくみアカデミーの入校生確保が各業界の若年者獲得に直結することから、取組む必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

－
	　

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

－
	　


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　定員充足率及び在職者訓練受講率の向上のための効果的な方策について、継続的に研究する必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

事業の効果を検証し、継続の有無及び効果的な方策について検討していく。


